
【事前評価】

事業目標
事業費

（億円）
採択予定

年度
完成予定

年度
事業内容

1 農地計画課
農業農村整備事業
(経営体育成基盤整備事業)

服政
海部郡
飛島村

農業基盤の整備により、作物の湛水被害を防止し、担い手への農用地利用集積率を高め
る。

15.1 H27 H32
排水路工　L=17.6km
用水路工　L=0.4km
揚水機場　2箇所

2 農地計画課
農業農村整備事業
(経営体育成基盤整備事業)

二回 豊橋市
農業基盤の整備により、水管理労力の軽減を図り、担い手への農用地利用集積率を高め
る。

19.6 H27 H33

用水路工　L＝19.4㎞
排水路工　L= 6.3㎞
農道工　　L= 1.3㎞
客土工　　A= 3.0ha

3 農地計画課
農業農村整備事業
（たん水防除事業）

新十三沖永 津島市 農地の湛水被害を防止し、農業経営の安定化を図る。 53.7 H27 H36
排水機場　3箇所
排水路工　L=0.15㎞

4 農地計画課
農業農村整備事業
（たん水防除事業）

阿久比２期
知多郡

阿久比町
農地の湛水被害を防止し、農業経営の安定化を図る。 20.6 H27 H38 排水機場　2箇所

5 農地計画課
農業農村整備事業
（地盤沈下対策事業）

飛島北部
海部郡
飛島村

排水機能を維持し、農業経営の安定を図ることを目的とする。 51.3 H27 H36 排水路工　L=8.7㎞

【再評価】

【事後評価】

平成２６年度　第６回委員会　実施事業一覧表

番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名 事業箇所

事業概要
備考

【事業の必要性】

A：    事業着手時に比べ必要性が増大している。

B：  事業着手時に比べ必要性にほとんど変化がない。

C：  事業着手時に比べ必要性が著しく低下している。

【事業の見込み】
A： 事業は順調であり、計画通り確実な完成が見込まれる。
B：多少の阻害要因があるが、一定の期間等を要すれば、

　解決できる見通しがあり、ほぼ計画通りの完成が見込まれる。
C：阻害要因の解決が困難で、現時点では、事業進捗の

　目処がたたない。

【事業の効果】

A：事業着手時とほぼ同様の事業効果が発現される見通しがある。

B：  事業着手時と比べ低下が見られるが、十分な事業効果が

　   確保される見通しがある。

C：  事業着手時と比べ著しく低下し、現時点では事業効果が

　   確保される見通しが立たない。

事業の
必要性

事業の
見込み

事業の
効果

年度 事業期間
事業費

（億円）
進捗率
（％）

Ｂ/Ｃ

H26 H21～H32 198.0 32.6 1.21

H21 H21～H27 198.0 - - 事業採択時

A 継続

(都）布袋駅線
Ｌ＝257ｍ
名鉄犬山線高架化
Ｌ＝1.8km

Ｈ21 長期継続

他事業に
よる用地
確保の長

期化

B B6 都市整備課
街路事業

（限度額立体交
差事業）

都市計画道路

3・4・103　布袋駅線
ホテイエキセン

江南市
・渋滞のないスムーズな移動
空間の提供
・魅力あるまちづくり

再評価
該当基準

長期化等
の理由

各評価項目の判定結果
対応

方針案

参考事項：H26年度と前回再評価時との比較
（上段：今回、中断：前回再評価時、下段：事前評価時）

備考番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名 事業箇所 事業目標 事業内容

採択
年度

事業費
（億円）

事業期間
事業目標の
達成状況

事業効果の
発現状況

事業実施によ
る環境の変化

上段：実績
下段：当初

上段：実績
下段：当初

○：達成
×：未達成

○：発現
×：未発現

○：影響無
×：影響有

16.6 H13～H21

25.3 H13～H17

あり

道路改築
延長：257ｍ 幅員：18ｍ
車線数：2車線
電線共同溝
延長：482m(241m×2)

○ ○ ○ なし なし7 都市整備課街路事業

名古屋都市計画道路

3･4･344

西春
ニシハル

駅
エキ

西
ニシ

線
セン

北名古屋市
・歩行者等の安全性向上
・都市景観の向上
・にぎわいと交流の創出

備考
事業目標 事業内容

今後の事
業評価の
必要性

改善措置
の必要性

同種事業
に反映す
べき事項

番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名 事業箇所

事業概要（上段：実績、下段：当初） 評価結果の概要 対応方針（案）の概要


